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概要　岡 li．1大学医学部産科婦人科学教室 と水島協同病院で 1975年か ら1994年ま で に診断及び治療 を行 っ

た 子宮頚部腺癌 ・扁平上皮癌混合型23症例 に つ い て 5種類 の 抗体（35βIIII，34βE12，　 DE −KlO，　 LLOO2，
Vim 　3B4）を用 い て ， サ イ トケ ラ チ ン と ビ メ ン チ ン の免疫組織化学的染色 を行 い 以下の成績を得た．コ ン

トロ ール と し て 用 い た 57例 の 子 宮頚部，体部 の 諸種 の 組織 に お い て 高分 子 サ イ トケ ラ チ ン は，い ず れ も

扁平．E皮系 の 組織 に 対 して 陽性 を示 し，腺上皮 系組織 に 対 して は す べ て 陰 r生と 扁平上皮系組織 に特異的

な 発現を示 した．よた ，
ビ メ チ ン は子宮体部 の 腺 H皮系組織 に 対 して 特異的な発現を示 し た．対象と し

た 子 宮頚部の 腺癌 ・扁平上皮癌混合型組織 で は 高分 子サ イ トケ ラ チ ン の 発現 は腺癌 ・扁平上皮癌共存型

に お い て は 全 4 例 の 扁平上皮癌部分 に 認 め られたが ，腺癌部分 で は認 め られな か っ た．腺棘細胞癌 に お

い て は高分子サイ トケ ラ チ ン の 発現 が 全 4例 の 扁平上皮化生部分 に 認 め られ た が，腺癌部分 で は 1例 に

一
部発現 を認 め た もの の 残 り 3 例 に は 発現 が 認 め られ な か っ た．一・

方 ， 腺扁平上 皮癌12例に お ける高分

子 サ イ トケ ラ チ ン の 発現 は ，
コ ン ト ロ ール 群の腺 ヒ皮系組織 と異な り腺癌部分で も 4例に陽性で あっ た．

また，腺癌部分陰性の 8例に お い て は ， 扁平上皮癌部分 で も 6 例が陰性 と高分子 サ イ トケ ラ チ ン の 発現

が少な く ，
コ ン トロ ール と した 子 宮頚部の 扁平 上皮系組織 と は 大 き く異な っ て い た．また ， 子 宮頚部の

腺癌 ・扁平上皮癌混合型 に は ビ メ ン チ ン 陽性 例は認め られなか っ た．今回の 症例 の検討 に より， 腺癌 ・

扁平 E皮癌混合型組織 に お け る サ イ トケ ラ チ ン や ビ メ ン チ ン の 染色性 の 差 は 主 に 由来細胞 の 差 に よ る も

の と考 え た．すなわち，ビ メ ン チ ン 陽性の 腺癌・扁平．ヒ皮癌混合型は 子宮体部rti来 の 可能性が 示唆 さ れ，

腺癌 部分 に 高分 子サ イ トケ ラ チ ン 陽性 の 症例 は 予備細胞 由来，腺癌部分 に 高分子 サ イ トケ ラ チ ン が 陰性

の 症 例は 腺 上 皮由来 の 細胞骨格 を も つ 可能性 が 示 唆 され た．

Synopsis　To 　clarify 　the　pattern　of 　cytokeratin 　and 　vlmentin 　expression 　in　mixed 　adenocarcinoma

and 　squamous 　cell　carcinoma （，f　the　uterine 　cervix ，　twenty −three　cases 　of　formalin一且xed 　paraf〔in−

embedded 　 specimen 　were 　examined 　immunohistochemically　using 　a　panel　of　four　differellt　mono ．

clonal 　 anti ・cytokeratin 　alltibodics 　and 　anti ・vimelltir ユ antibody ．　 Flfty・seven 　cases 　of 　benigll　or

malignant 　tissue　were 　selected 　for　controls ．　The 　results 　were 　sumlnarized 　as 　follQ、vs ．

　1）In　four　cases 　of　co −existing 　adenocarclnoma 　and 　squamous 　cell　carci1 ユoma ，　their　immunostain．

ing　Patterns　were 　compatfb 】e　with 　original 　histological　cell　type．2｝In　four　cases 　 of 　adenoacallth −

oma ，　high　molecular 　weight 　cytokeratin （HCK ）was 　positive　in　each 　acanthomatous 　component 　and

only 　a　 smaU 　part　of 　one 　adenocarcin 〔〕matous 　component ．3）In　twelve 　cases 　of　cer 、厂ical　 adenos −

quamous 　carcmoma ，1・ICK 　were 　positive　in　four　ade 匸10carcinomatous 　components ．　Out　of 　eight 　cases

with 　norl・stained 　adenocarcinQmatous 　components ，　six 　cases 　showed 　negativity 　for　HCK 　evell 　in　the

squamous 　ce11　carcinomatous 　component ．4）Though 　vimentin 　was 　negative 　in　all 　cases 　of　mixed
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type　of 　cervical 　carcinoma ，　some 　cases 　o 「mixed 　type　endon 　ctrial 　carcilloma 　were 　stained 　positive−

Iy　for　vimelltin ．　It　was 　indicated　from　our 　study 　that　adenosquamous 　carcinom ．a　of 　the　cervix 　c 〔）uld

origillate 　either 量n 　reserve 　cells 　or 　colulTiunar 　epitlleliしlm 　alld　that　villlelltiTl 　Posltive　cases 　could

originate 　in　thc　endolnetorial 　gland ．

Key 　words ：　Uterine　 cervix ・Mixed 　 type　 of 　 adenocarcillonla 　 and 　 squamous 　 ce 】1　 carcinoma ・

　　　　　　 ［niniunohistocheniistry ・C｝tokcralj119、
厂inlelltin

　　　　　　　　　緒　　言

　腺癌 と扁平 ヒ皮癌 の両要素を伴 っ た腺癌 ・扁平

上 皮癌混合型 は ， 子宮頸癌取扱い 規約
1〕
で は腺扁

平 ヒ皮癌 ， 腺棘細胞癌 ， 腺癌 ・扁平上皮癌共存型

に 分類 さ れ て い る．さ らに 腺扁平上 皮癌 に は ，変

異型 と し て粘表皮癌 と低分化型の す りガラ ス細胞

癌 が含 まれ て い る． こ の よう に 腺癌 ・扁平上 皮癌

混合型 の 組織像 多彩であ り， 治療前組織診断の 決

定 と それ に 基 づ く治療法の 選択 さ ら に は発生 等 の

面 で なお 多 くの 課題 を有 して い る ．サ イ トケ ラチ

ン は ， 細胞骨格の 主要な 中間径 フ ィ ラ メ ン トの 中

で も特 に さ ま ざまな一L皮性腫瘍 に 含 まれ，腫瘍に

よ っ て 発現 を異 に し て い る こ とが 知 ら れ て い

る
2｝3｝．Moll　et　aL2 ）は ， サ イ トケ ラチ ン を ， 分子量

の 異 な る19種類の サ ブ タ イ プ に 分類 し ， サ イ トケ

ラ チ ン や ビ メ ン チ ン など の 中間径 フ ィ ラ メ ン トの

分布の 相違か ら ， 癌 の鑑別や 由来の 推測の 可能性

に つ い て報告 した。今回 ，
ホ ル マ リ ン 固定標本を

使 用 し，抗 ヒ トサ イ トケ ラ チ ン 抗体 と抗 ウ シ ビ メ

ン チ ン抗体 を用 い て 子宮頚部の 腺癌 ・扁平上 皮癌

混合型 組織 （以 下混 合型 群 と略す ）にお け る中間径

フ ィ ラ メ ン トの 発現 様式 を検討 し
， 免疫組織化学

的に こ れ らの 組織 の特微 を明 らか に する こ とを 日

的 と し て本研究を行 っ た．

　　　　　　　研究対象及び方法

　対象 は ， 岡山大学医学部産科婦人科学教室及び

水 島協同病 院 で 1975年か ら1994年 ま で に 手術 を

行 っ た 1， H 期 の頚部腺癌・扁平上皮癌混 合型 23例

（腺扁平．ヒ皮癌 12例 ， 粘表皮癌 2 例 ， す りガ ラ ス細

胞癌 1 例，腺棘細胞癌 4例 ， 腺癌 ・扁平上皮癌共

存型 4 例）で ある．な お ， 術 前に 放射線療法や化学

療法な ど を行 っ た 症例は 除外 し た ．対 照群 と し て

子宮頚部の 腺癌 6例 （内頚部型 3例 ， 類 内膜型 3

例）， 扁平 ヒ皮癌 9例（大細胞非角化型 3例，角化

型 3例 ， 小細胞非角化型 3例）， 上皮内癌 3 例 ， 異

形成 3 例 ， 予備細胞増殖 5例 ， 扁平 ヒ皮化生 5例 ，

基底細胞 5 例 また子宮体部 の 内膜癌 13例 （内膜型

腺癌 3例， 腺扁平 ヒ皮癌 5例 ， 腺棘細胞癌 5 例），

内膜増殖症 5例， 正常内膜 3例の 計57例を用 い た．

　方法 は ，摘 出子宮組織 の ホ ル マ リ ン 固定 パ ラ

フ ィ ン 包埋 切片 を用 い ， 脱 パ ラ フ ィ ン後，酵 素抗

体（ABC ）法 に よ り行い
， ジア ミノベ ン チ ジ ン で 発

色 さ せ た．
一

次抗体 と し て DAKO 社製抗 ヒ トサ

イ トケ ラ チ ン 8 ［Clone　35βII11：サ イ トケ ラ チ ン

8 と反応 （以下 Ck8）］， 抗 ヒ ト高分子サ イ トケ ラ

チ ン ［Clone　34βE12 ： サ イ トケ ラチ ン 1 ， 5 ， 10，

14と反 応 （以
．
ドCkII）］，抗 ヒ ト サ イ トケ ラ チ ン

10 「Clone　DE −K10 ：サ イ トケ ラチ ン 10と反応 （以

下 Ck10）］， 抗 ウ シ ビ メ ン チ ン ［Clone　Vim 　3B4 （以

「Vim ）］，
　 NOVOCASTRA 社製 NC −034「Clone

LLOO2 ：サ イ トケ ラ チ ン 14と反応 （以下 Ck ／4）］を

50倍希釈で 使用 した．前処置 とし て Ck8 ，
　 CkH ，

Vim は
，
　 O”r，％ トリ プ シ ン で 37℃ 30分 間酵素処置

を行 い ，Ckl4は マ イ ク ロ ウ エ
ーブ600W ，5 分間 3

回の 処置 を行 っ た．な お ， 腺癌 ， 扁平 ヒ皮癌混合

型 の 組織型 の 判 別 に は ， HE 染色 の み で は な く

Alc｛an 　blue染色 ，
　 PAS 染色 ，

　 d−PAS 染色 を行 っ

た．また，20年を経過 した症例 に お い て も上記抗

体 に対す る染色性が得 られ検討可能で ある こ と を

確認 した うえ で本研究 を行 っ た （写真 1）．

　　　　　　　　　研究成績

　各組織 に対 す るサ イ トケ ラチ ン及び ビメ ンチ ン

の 染色結果 を表 1 ， 2 に 示 した．顕鏡下で対象細

胞 の半数以 ヒに 染色性の 認 め られ た も の を陽性，

半数未満 に 染色性の 認 め られ た場合は
一

部 陽性 と

した．

　 1 ，子 宮頚部混合型群 の サ イ トケ ラ チ ン及 び ビ

メ ン チ ン の 染色結果（表 1）

　頚部 の 混合型群で は Ck8 は腺癌部分 ， 扁平上皮

癌部分共 に ほ と ん ど の 症例 に 陽性 で あ っ た （写真
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表 1　 子宮頚 部混 合型群 の サ イ ト
’
f ラチ ン 及 び ビ メ ン ブ

．
ンの 染色結果

Ck8 CkH Ck10 Ck14 Virrl

腺 癌
・
扁 平 ヒ皮癌共存 型

　 　 　 　 　 　 （N ＝4）　 腺癌 部 分

　 　 　 　 　 　 　 　 扁 平 ヒ皮痛 部 分

腺棘細胞 癌

腺 扁平 L皮 癌

粘表皮癌

（N ＝4）　 腺癌部 分

　 扁平 ヒ皮化生 部分

〔N ＝12）　 腺癌部 分

　 　 扁 平 E皮 癌 部 分

（N 二 Lt）

す リガ ラ ス 細胞癌 （N ＝1）

分 子 は 陽性 及 び一・部 陽 性 総 数，（ ）内は
一’

部 陽 性 症 例数

　 1／ 4

　 ・1，／ 4

　 4，／ 44ce

，

r
　4

　 1’2，i12

　12／12

　 212

　 1！1

　 Oノ’謬　　 　 0！ 4 　 　 　 0！ 4

　 4！　墨　　　　1（1）！　4　　　　4（4）！　4

1（1）！ 4　　　　 0！ 4　　　　 0！ 4

　 4〆4 　　3〔3＞！4 　　3（3）！1

　 4112　　　　　　0！12　　　　1（1）ノ12

　 6112　　　　3（3）、ダ12　　　　4（・1）ノ

厂
12

　 2！2 　　 　 0／2 　 　2（2）〆2

　 0！ 1　　　　 0！ 1　　　　 0！ 1

44442221〆

！

！

1
／

／

！

〆

00000000

表 2　 対 照 群 の サ イ トケ ラ チ ン 及 び ビ メ ン チ ン の 染色 結果

Ck8 CkH CklO Ckl4 Vim

頚部

　 腺 癌　　 　 　　 （N
．6）

　 扁平 上 皮 癌 　 　 （N ＝9）

　 ］t皮 1人］瘴百　　　　　　　（N ＝3）

　 異形成 　　　　　（N ＝3）

　 扁
’F上 皮化生　　（N ＝5）

　 予備 細 胞 増殖 　　（N
．−5）

　基 底細胞　　　 （N ；5）

体 部

　 内膜型 腺癌

　 子 宮内膜増殖症

　 内膜腺

　 腺 扁 平 上 皮 癌

腺棘細 胞癌

（N ＝3）

（N ＝5）

（N ＝3）

（N ＝5）　 　 腺 癌 部 分

　 　 扁 平上 皮癌 部分

（N ＝5〕　　 腺癌 部分

　 糒
’F 卜：」支イ匕引i音1〜分

　 6〆69

〔2）！9

　 3．／3
　 313

　 5！5

　 5！55

（5）〆5

　 3！3

　 5！5

　 3！3

　 5！5

　 5！5

　 5／55

（D 〆5

0〆69

！93133

！35
／55

／55

！5

　 0〆3

　 eii5

　 0／3

　 0！53

（3），

／5

　 0／55

（3）／5

　 0！63

〔3）〆91

（1）13
　 0／3
　 5〆5

　 0〆5

　 D！5

　 0！3

　 015

　 0〆3

　 0！51

（1）／5

　 0／53
（3｝〆5

　 O〆68

〔6）／93

（3）〆3

　 0〆35

（4）〆5

　 0！5

　 5！5

　 0！3

　 0！5

　 0！3

　 D〆51

（D ！5

　 0！53

（3）！5

0！60

！90

／30

／30
！50

／50

〆5

2（1）！3

　 4／5

　 1／32

（1）15

　 0f54

（3）f5
　 0／5

分 子 は 陽 性 及 び
一．一

部 陽性 総 数，（ ）内 は　
・
部 陽 性 症 例 数

2 ）．

　CkH は腺癌 ・扁平 L皮癌共存型の扁平上皮癌部

分 で 4／4例 （100％）， 腺癌部分 O／4例 （0 ％）と扁平 E

皮癌部分の み 陽性で あ っ た． また ， 腺棘細胞癌 に

お い て は扁平 上 皮化生部分 で は 4／4例 （100％）陽性

で あ っ たが ， 腺癌部分 で は 1／4例 （25％）に
一

部 陽性

で あ っ た（写真 3 ）．そ して 腺扁平．」二皮癌 で は 扁平

上 皮癌部分 6／12例 （50％）， 腺癌部分 4／12例 （33％）

と扁平上皮癌 ， 腺癌部分共 に他の 組織 とは 異な っ

た陽性率 を呈 した （写真 4 ， 5 ， 6 ）．さ ら に腺扁

平 上 皮 癌 の 特殊型 と さ れ る粘 表 皮癌 で は2／2例

（100％）陽性，す りガ ラ ス 細胞癌 の 1 例で は陰性 で

あっ た ．

　CklO は
， 腺癌 ・扁平 ヒ皮癌共存型 の 扁平 lt皮癌

部分レ 4例 （25％）， 腺棘細胞癌の 扁平上 皮化生 部分

3／4例 （75％）（写真 7）， 腺扁平 ヒ皮癌の 扁平上 皮癌

部分 3／12例 （25％）に
一

部 陽性で あ り，
い ずれ の 組

織型 の 腺癌部分 も陰性で あ っ た．また粘表皮癌の

2 例 とす りガ ラ ス 細胞癌 の 1例で も陰性 で あ っ

た．

　 Ckl4は腺癌 ・扁平上皮癌共存型 の 扁平上皮癌部

分4／4例 （100％）と，腺棘細胞癌 の 扁平 上 皮化生部

分3／4例 （75％）に
一．・

部陽性で あ っ た．腺癌 ・扁平上

皮癌共存型や 腺棘細胞癌 の 腺癌部 分で は 陰性 で

あ っ た ．腺扁平上皮癌の 扁平上皮癌部分で は4f12

例（33％）
一

部陽性 で ， 腺癌部分 で は 1／12例 （8．3％）

一．・
部陽性で あ っ た．粘表皮癌で は 2／2（100％）陽性 ，

す りガ ラ ス細胞癌 の 1例で は 陰性で あ っ た ．
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写 真 8

写真 9 写 真10

　な お ， ビ メ ン チ ン は子 宮頚 部 の 混 合型群 に お い

て 全例陰性 で あ っ た．

　 H．対照群の 染色結果 （表 2 ）

　対照群で は Ck8 は子宮頚部 ， 体部の 発生部位及

び組織型 を問わ ずすべ て の症例 に
一

部陽性以上の

染色性 が認め られ た．CkH ，
　CklO ，

　Ck14は い ずれ

も扁 平上 皮 系 の 組織 に 対 して 陽 性 を示 し ， 腺上 皮

系の 組織 に対 して はす べ て 陰性 と扁平、E皮系に 特

異的 に 発現が み られた （写真 8 ， 9 ）．中で も CkII

はほ とん どす べ て の 扁平．ヒ皮系組織に 対 して 38／

40例 （95％）と高 い 陽i生率 を示す と共 に
， 予備細胞

増 殖 5／5例 （100％）， 頚 部 異 形 成3／3例 （100％）と

Ck　IO，
　Ck14で はみ られ な い 特異性 を示 した．Ckユ0

及 び Ck14 は ，そ れ ぞ れ 扁平上 皮化生 を 認 め た 部

位に 対 して8／1 例 （80％）， 8／10例（80％）と共 に高

い 陽性率 を示 した。Ckl4は 頚部 の 扁平上皮癌及 び

上皮 内癌 に対 して ll／12例 （91％）， 基底細胞 5／5例

（100％）と高 い 陽性率 を示 し た の に 対 し Ck10 は
，

それ ぞれ 4／12例 （33％）， 0／5例 （0 ％）と低 い 点で 両

者 は異な っ て い た．また ，
ビ メ ン チ ン は子 宮頚部

で は間質 を除 い て す べ て の 組織型で 陰性で あ っ た

が
， 体部の 腺上 皮系組織 に 対 し て は 13／21例 （61％）

に 陽性で あ り発生部位 ， 組織型 に よる特異性の 違

い を示 した （写真 10）。

　　　　　　　　　考　　案

　サ イ トケ ラ チ ン は，Moll　et　al．2 ）に よ り分子 量の

異な るユ9種類に 分類され ， 高分子サ イ トケ ラ チ ン

に は 1 か ら 6 まで と， 9 か ら16まで が属 し， 低分

子サ イ トケ ラ チ ン に は 7 ， 8 と17か ら 19まで が属

し て い る．低分子サ イ トケ ラ チ ン は 主 と して 腺上

皮 に
， 高分子 サ イ トケ ラ チ ン は 主 に 扁平 上皮 に認

め られ る こ とが 報告 され て い る
4）5｝．Gown 　 and

VogeP ）
は Ck8や CkH を用 い て ， 腺癌や 扁平 E皮

癌で 染色性 に 特異的違 い が あ り， た と え癌化 した
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場合 で も多 くの 例 で 発生 母地 とな る 紅織 の サイ ト

ケ ラ チ ン の 組成 が 保持 され て い る こ と を報 告 し

た．

　 と こ ろで ， 今回 の 検討 に お い て 了宮頚部 の 混合

型群 に お け るサ イ トケ ラ チ ン の 発現様 式は それぞ

れ の 組織型 に よ っ て 表 1 の よ う に異 な っ て い た．

こ の こ とは特 に Ckll の 発現 の 仕方 に 反 映 され て

い た．腺癌 ・扁平上皮癌共存型 に お け る Ckl．1の 発

現 は腺痴部分で は全例陰性 ， 扁平上皮癌部分で は

全例陽性 で あ り ， それ ぞれ 対照群に お ける単
一

型

の 子宮頚部腺癌 ， 扁平土皮癌 と同様の 染色性 を示

し た．また ， 腺棘細胞癌 に お い て は ，扁平 E皮化

生 部分 は CkH が 全例陽性 で あ り， 腺癌 部分で は

1 例に
一一

部分 CkH の 発現 が み られ た． こ の こ と

は腺癌 由来と思 われ る組織か ら高分子 サ イ トケ ラ

チ ン の発現 をみ る とい う点 で興味深 い ．一方 ， 腺

扁
’F土 皮癌 で は 前

’tt
者 と は 異な っ た CkII の 陽性

像を呈 した．す なわ ち ， 腺癌部分 で は Ckll 陽性例

が 4／12例 （33％）と前二 者よ り比較的高率に 認め ら

れ
， 逆 に 扁平上 皮癌部分 で は CkH 陰性 例が 6／t2

例 （5｛〕％ ）と低率に な っ てお り ， CkII に 対す る染色

性 が 単一型の腺癌及 び扁平上皮癌で み られた発現

率 と は大 き く異 な っ て い た． こ の こ と は ， 子宮頚

部腺扁 平 1二皮癌で は腺癌部分 ， 扁平上 皮癌部分が

それ ぞれ の 細胞集団 の 中 に ， 単一型 の 腺癌 ， 扁平

ヒ皮癌 とは異 な っ た サ イ トケ ラチ ン を細胞骨格 と

し て もつ 細胞群が存在 し て い る こ と を示 唆 し て い

る．また，腺扁平上 皮癌の 特殊型 と い わ れ る粘表

皮癌は扁平 上皮系， す りガ ラ ス 細胞癌 は腺上皮系

組織の もの に相 当す る高分子 サ イ トケ ラ チ ン の 発

現様式 を示 した．

　従来 ， 子 宮頚部腺 扁平．．E皮癌の 発生母地 と し て

予備細胞，基底細胞，腺上皮 な どが考 え られて き

た
6）一．8）．そ し て ，予備細胞 に は サ イ トケ ラチ ン 5 ，

8 ， 14， 17， 18， 19が ， 基底細胞で はサイ トケ ラ

チ ン 5 ， 14， ／5，
17が，また腺上皮に は 7 ， 8 ，

18， 19が 存 在 す る こ と が 報 告 さ れ て い る
4）s ）．

Dallenbach −Ile／lweg　and 　Lang9）は ， 扁平上皮癌 を

サ イ トケ ラチ ン に よ っ て予備細胞 タイ プ と扁 平上

皮 タ イプ に 分 け，さ ら に 基底細胞や f備細胞に さ

ま ざ まな サ イ トク
ー
ラ チ ン の 発現 が 認 め られ る こ と

表 3　 腺 扁 平 」波 癌 及 び腺 棘 細 胞 癌 の サ イ トク
．
ラ チ ン

　 発 現 様 式

　 　 　 　 　 　 　 　 　 痛 例数 　 CkH 　　CklO　 Ckl4

頚 部

腺扁平 L皮癌

粘 表皮 癌

す りガ ラ ス 細胞 癌

腺棘細胞 癌

体部

腺 扁
’
十z ヒ皮癌

腺棘細 胞癌

61112121121

22123

ASASAS

十

←

1L

−

十

　

　

　

　

十

一
一

十

十

．
「

ー−
十

十

一

一

十

←

←

ー

十

ヨ

［
」
1

ト

一
一
一

十

十

一

十

一

1

十

十

一

十

十

十

十

→

「

十

A ：腺癌 部分

S ： 扁平 ヒ皮癌 部分 （腺棘 細胞癌症 例 は 扁平 L皮化生 部分）

か ら，そ の 多分化能 を考 え ， そ こ か ら腺扁平．L皮

癌が 発生す る可能性 を示唆 した．今回検討 した 12

例の 頚部腺扁平 ヒ皮癌に お い て も高分子サ イ トケ

ラ チ ン で あ る Ckll の 発 現 の 仕 方 は
一一
様 で は な

か っ た．そ こ で ，CkH 発現の 仕方 に よ っ て以 ドの

3群 に分 けた ．す なわ ち ，   腺癌部分 ， 扁平 ヒ皮

癌部分共に 陽 i生の もの （4 例），   腺癌 部分 ， 扁平

ヒ皮癌部分共 に陰性 の もの （6例 ），  腺癌部分陰

性，扁平上皮癌部分陽性 の もの （2 例）の 3 群で あ

る ．と こ ろ で ， サ イ ト ケ ラ チ ン は 分化や 癌化 に 伴 っ

て 出現様 式 が 変化 す る こ と が Smedts 　et　al ．1°〉
に

よ り報告 さ れ て い る ．そ こ で 子宮頚部 ， 体部 の 腺

扁 Y
−
・上 皮癌及び腺棘細胞癌 に つ い て CkH ，

　CkIO ，

Ck14の 高分子 サ イ トケ ラ チ ン が ど の よ う に 発現

し て い る か を表 3 に 示 した．今回の対 照例 で の 検

討 に お い て ， CklOが 予備細胞や 基底細胞 に 発現 し

て い な い こ とか ら考 え る と ， CklOの 発現は発生母

地 を意味 す る の で は な く，扁平上皮 へ の 分化 の 指

標 を示唆 する もの と考 え られ た ．また ， Ck14 は基

底細胞 ， 上 皮内癌全例に な ん らか の 染色性が 認め

られ たが 予備細胞 は染色 されず，
一

方子宮 内膜 よ
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り発生 した腺棘細胞癌の 扁平．h皮化生 部分 に も陽

性 を示 して お り，Ck14陽性 が基底細胞 由来 を必 ず

しも示 唆す る もの で は な い と考え る．以 上 の こ と

を考慮 し ， 先述 した 3 群 に つ い て表 3 の 高分子 サ

イ トケ ラ チ ン 出現様式 の 面 か ら そ の 由来 を考え る

と ，   の 腺癌部分 に CkH が 陽性で あ っ た 4症例

は，対照群にお い て は扁平上皮系に しか認 め られ

な か っ た 中間径 フ ィ ラ メ ン トを腺癌部分 に 発現 し

た も の で あ り ， し か も こ の 型 の 発現が 子宮体部の

腺扁平上皮癌 に 認 め られ な か っ た こ と を考 え併せ

る と，こ の 発現様式 は予備細胞の 中間径 フ ィ ラメ

ン トが保持され た もの と考 える．  の 腺癌部分 ，

扁平上 皮癌部分共 に CklIが 陰性 の 6 症例 は，対

照群 に お ける腺上 皮系と同様で あ り腺 ヒ皮 由来の

紕胞骨格 の サ イ トケ ラチ ン の 発現様式 を示 す もの

と考 え られ る。  の CkH が腺癌部分 陰性 ， 扁平．L

皮癌部分陽性の 2 症例 は，上 記 2群 と異な り二 っ

の 紲織が それ ぞれ異な る固有の 染色性 を示す こ と

よ り複数の ク ロ ーン性増殖の 可 能性 に つ い て の 考

慮が 求め られ る．よ り厳密 に は 分子病理 学的解析

を要す る と こ ろ で ある が我々 の 症例は い わ ゆ る共

存型 とみ な され る もの を除外 し， 組織学的に 腺楓

扁平 上 皮癌成分が密 に 混在 しか つ 両者の 間の 形 態

移行像 も随所 に み られ る な ど
…

元 的組織発生 を強

く示 唆 す る形態 学的特徴 を備 え て い る．ふ りか

え っ て ，   と同様 の サ イ トケ ラチ ン の 発現様式 （表

3）が ， 腺上皮由来 と考え られ る子 宮体部の 腺扁平

上 皮癌 や腺輙細胞癌 に お い て認 め られ る こ とを考

え併せ る と ，
こ れ らは ， 腺 E皮由来で あ りなが ら

癌化の 過程で 後に 扁平上皮の性格 が加わ っ て き た

もの と思わ れ る ．こ の よ う に 高分
．
了サ イ トケ ラ チ

ン の 発現か らみ た場合 ， 従来指摘 さ れ て い る予備

細胞山来に加 え腺上 皮に 由来 する子宮頚部腺扁平

卜皮癌 の 存在の 可能性が 考え られ る．し か も我 々

の 対象 と し た 症例 の 限 りで は後者が 優位 を しめ て

い た．

　 さて ， ビ メ ン チ ン は間質や 了宮体部の 内膜癌や

増殖期の 内膜腺 な ど に 存在す る こ とが報告 さ れ て

い る が
3，ll ），今 回の症例 で は子 宮体部 の 腺扁平、　lt皮

癌 と 腺 棘 細 胞 癌 の 腺 癌 部 分 で そ れ ぞ れ 2／5例

（40％）， 4／5例 （80％）に 染色性 を認 めた．
一方 ， 了

宮頚部 の 混合 型群 に お い て は ，
ビ メ ン チ ン陽性例

が認 め られ なか っ た． した が っ て
， 病巣が子宮頚

部 ， 体部 に また が っ て認 め られ る よ うな腺扁平 E

皮癌 や 腺棘細胞癌 で ビ メ ン チ ン 陽性 の 場 合に は体

部由来の 可能性が 示唆 され る．

　以上 ， サ イ トケ ラチ ン や ビ メ ン チ ン の 免疫組織

化学 的染色 を行 う こ と に よ っ て 通常の 染色で は認

識で きな い 子宮頚部の 腺癌扁平上 皮癌混合型の 細

胞骨格 をなす中間径 フ ィ ラ メ ン トの 特徴 点を明 ら

か に し， ひ い て は組織型 の 鑑 別や それ に基づ く治

療法選択 の 補助 手段 と し て 有用で あ る 可能性を得

た ．

　稿 を終わ る に 臨 み ， 御指導 と御校閲 を賜 りま し た 工 藤尚

文 教 授 に 深 謝 し，ま た直接御指導 い ただ い た奥 田 博之助教

授 と川 i1孝 爾 助教授及 び 水島協同病院 門 円　 1尚副 院 長 ，坂

冂 幸吉診療部長に厚 くお 礼申 し Eげます．また ， 標本作 成

等で お 世話 に な っ た 水島協同病院福 田 憲
・
，尾 関孝 二 技 師

を初 め，研究室諸兄 に 深 く感 謝 し ま す．

　　　　　　　　　　写真説明

　 写 真 1 左 頚管腺（× 200）手術 1975年

　　 腺 ftJlに Ck8の 染色性が 認 め られ る．

　 写 真 ／右　腔部重 層扁 平 上 皮 （x200 ）手 術 1975年

　　 重層 扁 平 上 皮 に CkH の 染色 性 が認 め られ る．

　 写 真 2　 頚 部 腺 扁平上 皮癌（× 10〔），抗 体 Ck8 ）

　　 腺 癌 部 分 及 び 扁平 ヒ皮癌部分共 に 染色 性 が認 め られ

　 　 る．

　 写 真 3　 頚 部 腺棘細胞癌（x200 ，抗体 CkH ）

　　 扁平 上 皮化生部分 に 染色性 が認 め ら れ る と共 に 腺癌

　　部分 に も
一

部染色性が 認 め られ る．

　 写真 4　頚 部腺扁 平 上 皮癌 （× 100，抗体 CkH ）

　　 腺癌部分 と扁平上 皮癌 部分 共 に 染 色性 が 認 め ら れ な

　 　 い ．

　 写 真 5　頚部腺扁平 上 皮癌 （x20 〔｝，抗 体 CkH ）

　　 扁
’1’：上 皮癌部分 に染色性 が 認 め られ ， 腺 癌 部 分 に は

　 　 染 色 性 が 認 め ら れ な い ．

　 写 真 6　 頚 部 腺 扁
’F 卜：皮癌（× 100，抗体 CkH ）

　　 腺癌部分 と扁平上皮癌部分共 に 染色性 が 認 め られ

　 　 る．

　 写真 7　写 真 3 と 同
一

症例 （x2 〔｝O，抗体 Ck1〔D

　　 扁平上 皮 化 生 部 分 に 染色性 が 認 め られ る．

　 写真 8　体 部腺 扁平 ヒ皮癌（x200 ，抗体 CkH ）

　　 扁平上 皮癌部分の
一

部 に 染色性が 認 め られ る．

　 写真 9左　体部．腺棘細胞癌 （× 100
， 抗体 Ck14 ）

　　 扁平上 皮化生 の
一部 に 染 色 性 が 認 め ら れ る．

　 写 真 9 右　写真 9 左 と同
一
症 例 （× 100，抗体 Ckl  ）

　　 扁 平 上 皮化 生 の
一

部 に 染色性 が 認 め ら れ る．

　 写 貞IU 体部腺扁 平 ヒ皮 癌 （× 200，抗体 Vim ）
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腺 癌 部 分 の 細 胞 質 内 に 顆 粒 状 に 染 色 性 が 認 め られ

る．
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